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第 79 回研究会ご案内 
 
 京都も梅雨入りしたようです。うっとうしい天気がしばらく続きそうで
すが、皆様はお元気のことと存じます。さて、第 79 回研究会例会を開催
致します。今回は、京都大学人間環境研究科の 市川市川市川市川    昌広昌広昌広昌広 氏に下記の
ようにご報告していただきます。お忙しい時期かと存じますが，皆様の多
数のご参会を心からお待ちしております。 
 

記 
 
日   時 ： 1997 年６月 27 日（金）16:00～18:00 
会   場 ： 東南アジア研究センター 東棟２階第一教室 

京都市左京区下阿達町 46 
  川端通り荒神橋東詰め 

話題提供者 ： 市川市川市川市川    昌広昌広昌広昌広 氏 
話   題 ： 「マレーシア・サラワク州の一村落における「マレーシア・サラワク州の一村落における「マレーシア・サラワク州の一村落における「マレーシア・サラワク州の一村落における    

    生業の変遷」生業の変遷」生業の変遷」生業の変遷」    
    

～要旨～ 
マレーシア・サラワク州の一村落において行った、修士研究のフィール

ドワーク結果を発表する。 
近年の村における生活の特徴は、世帯ごとで生業が多様化され、それと

ともなって村の主生業がわかりにくくなっていることである。また、村の
入植時（1900 年頃）からの経時的変化をみると、生業種の変化や生業にと
もなう土地利用形態の変化が、継続的にみられることがわかる。 
それらの状況を今後の研究方向である“浸透する近代主義と村の生活世

界の間のインタラクション”という視点に沿わせて発表する。 
 
 
 
 
 

問い合わせ先： 
京都大学農学部地域環境科学専攻（旧熱帯農学専攻） 松田正彦 

Tel 075-753-6374 E-mail matsuda@kais.kyoto-u.ac.jp 
京都大学東南アジア研究センター 田中耕司 

Tel 075-753-7307 


